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19世 紀の開港場における接触言語の変遷
一 ピジン起源の日本語 「チャブ」 と関連語についての考察一
西沢 雅代
1.は じめに
日本は江戸時代以降、約250年 にわた り鎖国政策をおこなってきた。 しかし幕末の















1974田 中(訳)1986)横 浜居留地ではコミュニケーションの手段 としてこのピジン語が
少なくとも数十年間にわた り使用 されていたのである。 しかし1872(明 治5)年 、鉄道
の開通によって距離が近 くなった東京言葉の強い影響を受けたことや明治の中期には
文化や経済の中心が東京に移ってしまったこと、さらに1899(明 治32)年 に外国人居留





られることばに 「チャブ台」、 「チャブ屋」、 「ノーチャブ」がある。本稿ではこれら





横浜居留 地で発生 したピジン語 に関す る研究対象 となる文献に 「Exercisesinthe
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(3)全 国に広がり共通語 となったもの 。
これまでの先行研究では開港場である横浜居留地で使用されていたことばを当時か
ら現在に至るまで、その変遷を個別に詳 しく調査したものは見られない。そこで本稿
ではピジン起源の日本語である 「チャブ」とその関連語を取 り上げ、それ らの変遷を
調査し、さらにロング(1999)が 指摘した3つ の分類に当てはまるのかを考察する。
3.横 浜居留地のことば
開港 当初 の横浜居留地の規模は約1平 方 キロメー トルで 日本 に設 けられた開港場のな
かでは最大級であった。そこに多 くの外国人や 日本各地か らも人々が集 ま り、港町な ら
ではの多民族 社会 を形成 し、お互いのコミュニケーシ ョンの手段 としてピジン語 が生ま
れたのである。このよ うなピジン語 は横浜居留地内で しか通用 しない特殊な言葉 であ り、
日本語 として正 しくない とい うような批判的な見解 もあった。例 えば 『和英商話』(1862)
の著者であるVanReedは 会話例の中に`TheY()kohamaDialectisaverybadone.'
をあげ、その和訳 として 「ヨコハマ ナマ リワ ハナハダ ワル ゴザル」と記述 している。
しか し当時の横浜居留地で暮 らす人々に とって重要だったのは、語彙や文法が正 しいか
どうか とい うことよ り、コミュニケーシ ョンである。
横浜居留地において外国人 と日本人の間で使用 された ピジン語で、主 に外国人が使用
したものが 日本語 を基層言語(substratelanguage)と し、英語 、フランス語、中国語な
ど複数の言語 を上層言語(superstratelanguage)と す るピジン日本語であるが、 日本人
も必要 に応 じて これを使用 していた。その一方 で 日本人 も異国のことばを学 ぼ うと努力
して片言の英語を話 した。 日本人が英語に慣れて くるとメ リケン、ハイカラ といった所
謂カタカナ語にまで発展 してい る。 このよ うに横浜居留 地ではピジン 日本語、 日本人の
片言の英語 、そ してカタカナ語が混在 してコミュニケーシ ョンが展開 していたのである。
110
19世紀の開港場における接触言語の変遷
4.母 音 と綴 り字
日本語の母音は 「ア」 「イ」 「ウ」 「エ」 「オ」の5母 音である。一方で研究者によ
り多少異なるが、英語は短母音、長母音、二重母音まで合わせ ると22の 母音が存在す る
(竹林他2015)。 図1の 母音表か ら日本語の母音 「ア」に対応す る英語の音 としては
/副,/a/,/A/,/α/,/D/な どが考 えられ る。Atkinson(1879)で は英語か ら日本語への翻訳
が行 われているが、その表記方法のひ とつ として、 日本語 の音に似た英語の単語 を使 っ
ての表記がみ られ る。例 えば、Tea(お茶)をOhchar、Difficult(難 しい)をMoodsCashey
と表記 している。表1の よ うにBad(悪 い)はWorryと 表記 されている。 日本語 の 「わ」
/wa/をwo(/wA/)で 表記 しているのである。同様 にTobuy(買 う)はCowで 「か」/ka/を
Co(/kα/)と 表記 してい る。つま り英語の綴 り字、oは 日本語 では[オ]と 発音す るが、
英語では綴 り字がoで も発音 は 日本語の 「ア」の音に近い/A/,/a/な どの場 合がある。
そのためAtkinsonは 音で判断 してBad(悪 い)をWorry、Buy(買 う)をCowと 表記 した



















図1英 語と日本語の母音図(今 井2007よ り引用)
表1「ExercisesintheYokohamaDialect(Atkinson1879)」 か ら の 表 記 と 発 音
英 語 表 記 発 音 意 味
Bad Worry /w擢i/ わるい
Tobuy Cow /kαo/ かう
5.「 チ ャブ」
5.1「 チヤブ」の意味
チャブ とは食事、または食事をすることい う意味で 日本人 の問で使用 されていた(横
浜市役所1973)。 また、同様 の意味で外 国人はチ ャイニーズ ・ピジン英語 のChow-chow,
Caw-cawが 変化 した と考え られ るChobberchobberを 使用 していた(Danielsl948)。
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5.2「 チャブ」の語源
「チャブ」の語源 についてはい くつかの説がある。まず明治初期、横浜や神戸で外国
人相手の食べ物屋で出 していた米 国化 した 中国料理、Chopsuey(/t∫ α:psu:i/)が もと
になっている とい う説 である(小 泉2002)。 日本語 と英語 において発音 と綴 り字 に差
異があるとい うことは4.母 音 と綴 り字で述べた。Chopのchoは/t∫ α:/と 発音 され る。
これは、Atkinsonが 悪い一Worry、 買 う一Cowと したのと同様にcho(/t∫ α:/)は 日本に
は[チ ャ]に 聞こえた可能 性が高 く、そこか ら 「チ ャブ」になった可能 性は否定で きない。
次に外国人が使用 したChobberchobberに 関連 しているとい う可能1生である。Chobber
chobberのchoがChopsueyの 場 合と同様 にcho(/t∫ α:/)と 発音 された とすれ ば、 日
本人には[チ ャ]と 聞 こえChobberが 「チ ャブ」に聞こえた可能性は高いのである。また、
福建省 な ど南中国で ご飯 を食 べること、食事をす ることの吃飯(cha-fun)が チャフンと
聞こえた とい う説 もある(小 泉2002)。 当時、南中国の人たちが大勢 日本 に来ていた
ことか ら、彼 らの使 うことばが転用 された とい う可能1生も考え られ る。 しか し当時、来
日した中国人の多 くは西洋 人の買弁、つま り使用人 としてである。従 って当時の中国人
が 日本人に対 して中国語 を使 って会話を した可能 性は低 い と考え られ る。いずれ に して
もこれ らの うち一つを語源 として特定す ることは難 しく、む しろ複数 の因果関係 がある
と考えるのが妥当であろ う。 しか し英語 と日本語にお ける母音の発音 と表記の差異が関














現在で もチ ャブ とい う語 は、 『岩波 国語辞典 第7版 新版』(西 尾他2001)、
『三省堂国語辞典 第7版 』(見坊他2014)、 『明鏡国語辞典 第二版』(北 原2010)、












『岩波 国語辞典 第7版 新版』(西 尾他2011)に よるとチャブ屋は開港場で、
外国人や下級船員などを客とする居酒屋。幕末 ・明治の語 とある。また 『旺文社 国語




外人専門の私娼窟をかく称するもので濁 り榔 賓の名物 としてよりは、 日本の名
物として世界的な名誉を欺つて居るのは心外千萬の名物である。(斎 藤1929,
77)
また、昭和15年 頃にっいて次の よ うな記述がある。
チャブ屋はダンスホール とバー を兼ねた ような ところで した。 スタン ドがあっ
てフロアがあって、酒 を飲 んだ り踊った りできるんです。 ドレスを着たホステス
がいてね、その女が気 に入れば別の部屋に行 って寝 ることができる訳です。シ ョ
ー トタイムもあれば、ロングタイ ムもある。泊 りもあるんです。私 が行った頃
は、泊 りは確 か二十五 円だった と思います。 当時、大学卒の初任給 が五、六十 円
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6.2「 チャブ屋」の語源
「チャブ」と同様に 「チャブ屋」にも複数 の語源説がある。まず英語 のChophouseに
由来す るとい うものである。Chophouseと は簡易食堂、安直料理店な どいわゆる当時の
簡単な料理 店の意味である。 リキシャマ ン(人 力車夫)な ど、下層階級 といわれ る人々
にはchop(/t∫ α:p/)が 「チャブ」に聞こえた可能1生が考 えられ る。これ は4.母 音 と綴 り
字 で述べたよ うに 日本語の 「ア」に対応す る英語の母音 との関係 によるものである。さ
らにハ ウス、シ ョップなどの田縮吾として 「や」が一般化 し、伝承 されていった と思われ
る(横 浜市役所1973)。 次 に当時 もぐりの休憩所だった 「あいまいや」の方言的表現 「チ
ャランプ ランヤ」 を約 して 「チャブ屋」になった とい う説。さらに茶屋の子供の云 うお
湯の 「ぶ」を挟 んで 「ちゃぶや」 となった、 「ジャップ」が転化 した、色香 の 「チャー
ム」が 日本言謝ヒして 「チ ャブ」になったな ど諸説 あるが、これ らの中ではChophouse説
が有力な よ うである(斎 藤1929)。
6.3「 チャブ屋」の歴史
6.3.11864(元 治元)年～ 休憩所、茶屋の時代







6.3.21877(明 治10)年 ～ あいまい屋、もぐり屋、銘酒屋の時代
1877年 頃には遊歩外国人の数は増え、北方、本牧方面に30数 軒の店が開業 した。1880
年代になるとチャブ屋は流行期に入 り、利用者は居留地の外国人、外国船船員(上級)に
まで広がっていった。この頃には本牧天徳寺下の春木屋、小港の大黒屋、北方の大野屋
など、一流 どころのチャブ屋が次々と出現した。この頃は 「春木屋」 「人野屋」など店
名に 「屋」が付 く店が多かった。いわゆるチャブ屋 らしい営業を始めたのもこの時期で
この時代 の店が純然たるチャブ屋のルーツといえるであろう(重 富1995)。
6.3.31892(明 治25)年 ～ チャブ屋時代
1890年 代になるとチャブ屋は遊郭 と共に繁盛 し、本牧に30余 軒、北方に10余 軒、元
町裏通 りに10数 軒 と規模が拡大していった。その数が増えるにつれて、外国人の好み
に合わせて店内を西洋風に改装せ ざるを得なくな り、室内には照明器具から椅子、テー
















は日本人も出入 りするようになった。谷崎潤一郎は1921(人 正10)年 に本牧で有名だっ
たキヨ ・ハウスの隣に居を構え、当時のチャブ屋風俗を自身の小説の中で次のように描
いている。
一 私の家と呼応する如 く海に突き出たキョ・ハウスと言 うチャブ屋があった
「キヨ ・ハウスの名は亜米利加までも響いてゐる。」と、そ う云はれるほどの名

















のであった。客はすべて進駐軍の兵士で日本人は"オ フ ・リミット"、 つまり出入 り禁
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6.1で 述べた通 り、 『岩波 国語辞典 第7版 新版』(西 尾他2011)と 『旺文社
国語辞典[第 十一版]』(山 口他2013)に はチャブ屋にっいての記述があるが、 『三









チャブ台は 『岩波 国語辞典 第7版 新版』(西 尾他2011)に よると折 りたため
る足の付いた、低い食卓 とあり、 『旺文社 国語辞典[第十一版]』(山 口他2013)に よ
ると短い脚の食事用の台とある。 『三省堂国語辞典 第七版』(見 坊他2014)と 『明






まず江戸時代 の長崎 では中国料理の ことを卓献(シ ッボク)料 理 と呼び、それに使用 さ
れていた食卓が卓献 台であった。卓献は中国の広い地域で使用 されていた唐音ではシ ッ
ボクだが、福建省な どの中国南部 の発音ではチ ャフ(cho-fu)で ある(小 泉2002)。 こ
の読み方が何 らかのルー トで入 ってきた とい う説や米 国化 した中国料理 であるChop
sueyか らとい う説がある(小 泉2002)。 さらにアメ リカの簡易食 堂であるChophouse
からとい う説 もある(伊 川2005)。ChopsueyとChophouse説 に関 しては5.2の 「チ
ャブ屋」の語源 と重複す る。 さらにチャブ屋で使われた食卓(テ ーブル)が チャブ台の元





































た。昭和40年 代から50年 代にはチャブ台がテーブルへと交代 し、60年代にはほぼ転換
が終了したのである(小 泉2002)。
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7.3.4「 チャブ台」の現在
チャブ台とい う語は、 『岩波 国語辞典 第7版 新版』(西 尾他2001)、 『三省
堂国語辞典 第7版 』(見 坊他2014)、 『明鏡国語辞典 第二版』(北 原2010)、
『旺文社 国語辞典[第 十一版]』(山 口2013)の4社 の国語辞典に記載 されている
ので、一般的な国語辞典の多 くに 「チャブ台」の記載があると考えられる。しかし、現
在では昔ながらのチャブ台はほとんどの家庭で使われていない。2018年10.月 から11月
に横浜市内及び東京都内で12歳 から28歳 までの男女15名(男 性7名 、女性8名)に
チャブ台についての聞き取 り調査をおこなった。質問内容は①チャブ台を知っているか。
②知っている場合はどうして知っているのか。調査の結果、質問①に対 して、全員がチ




テ レビアニ メ、 ドラマ 6























の3っ の分類の(3)全 国に広が り共通語 となったもの、に分類できるであろう。
8.「 ノーチャブ」
8.1「 ノーチ ヤブ」の意味
食事 を省 く、 とらない とい う意味である(横 浜郷土研究会1997年)。
8.2「 ノーチ ャブ」の語源




















労働者たちの姿が見られてきた。 しかし1968(昭 和43年)年5.月 に横浜港ヘコンテナ
船が入港を開始した。1970(昭 和45)年 にはフルコンテナ船が入港し、その後も船舶の
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8.4「 ノーチャブ」の現在




事」とある。さらに 「食事 ・休憩は1時 間あるが、規定通り休憩すると本船の決まった
出港時間が延びるので食事 ・休憩を30分 で切 り上げて作業する事」として半チャブと















った。 「チャブ」と 「チャブ屋」はロング(1999)の指摘した3つ の分類の うち(1)後 に
使われなくなり死語となったもの、に分類した。 「チャブ台」はチャブ台そのものが使
われなくなっても現在でも若者世代にまでその認知度が高いことから(3)全 国に広が り




ン起源の 日本語と関連語の現在をロング(1999)が 指摘した3っ のピジン語の行方に分
類することができたのである。
開港場 となった横浜でコミュニケーションのために生まれたピジン日本語はカイザ
ー(1998)で 指摘 されているように日本語を基層言語(substratelanguage)と した唯一
のピジンとして重要な研究対象である。その中のいくつかの語彙は日本が開国する以前







し上げる。またお忙 しい中、ご指導 してくださったロング ・ダニエル先生にも心より
御礼を申し上げる。
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